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設置

メンテナンス
メンテナンス
E5250A を良好な状態でお使いいただくために、定期的にメンテナンスを行
うことをお勧めします。

校正

測定器が仕様を満たして、良好な状態で動作を続けるには、定期的に校正
および調整を行う必要があります。少なくとも一年に一度の定期校正をお
勧めします。校正および調整は、トレーニングを受けた弊社サービス・エ
ンジニアが行います。お近くのアジレント・テクノロジー・サービス・セ
ンタにご連絡ください。

クリーニング 

クリーニングを行うまえに、測定器の電源スイッチをオフし、測定器のリ
アパネルから電源コードを抜き取ってください。クリーニングには、乾い
た布または固く絞った布を使用してください。

感電事故の原因となる恐れがありますので、電源スイッチをオンにした状
態での作業や、水にぬれた布の使用は、絶対に避けてください。
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セルフテストとリーク・テスト
この章では、セルフテストとリーク・テストの実行方法を説明します。

セルフテストでは、Agilent E5250A のファームウェア、フロントパネル上
の LED とキー、プラグイン・カードのリレーの動作の 3 項目をテストしま
す。E5250A を使用する前に、日常の動作確認として実施することをお奨め
します。

リーク・テストは、E5250A とプラグイン・カードによって生じる洩れ電流
をチェックします。 Agilent 4155/4156 半導体パラメータ・アナライザと
E5250A を接続し、4155/4156 内蔵の IBASIC コントローラ上でセルフテス
ト・ユーティリティを実行します。

この章は、以下のセクションで構成されています。

• セルフテストを実行する

セルフテストの各項目と実行方法を説明します。

• セルフテスト・ユーティリティを実行する

Agilent 4155/4156 半導体パラメータ・アナライザを用いたセルフテスト
とリーク・テストの実行方法を説明します。

NOTE 仕様の確認について 

セルフテストとリーク・テストは、E5250A およびプラグイン・カードの動
作確認を行います。仕様の確認は行えません。

仕様の確認を行うには、校正を行う必要があります。アジレント・テクノ
ロジー・サービス・センタにご連絡ください。トレーニングを受けたサー
ビスマンが校正を実施致します。

年に 1 度は定期校正を行うことをお奨めします。
3-2 Agilent E5250A ユーザ・ガイド 第 11 版



セルフテストとリーク・テスト

セルフテストを実行する
セルフテストを実行する
セルフテストは以下の 3 種類のテストを実行します。

Table 3-1 E5250A セルフテスト項目 

テスト項目 説明 実行方法 参照先 

コントローラ・
テスト

E5250A のファームウェア

の動作を確認します。

E5250A の電源を投入する p.3-4

SCPI コマンドを使う p.3-6

セルフテスト・ユーティリティ
を使う

p.3-10

フロントパネル・
インタフェース・
テスト

E5250A フロントパネルの

LED とキーの動作を確認し

ます。

SCPI コマンドを使う p.3-6

セルフテスト・ユーティリティ
を使う

p.3-10

リレー・テスト E5250A に装着されたカー

ド上のリレーの動作を確認
します。

Local/Self Test キーを押す p.3-4

SCPI コマンドを使う p.3-6

セルフテスト・ユーティリティ
を使う

p.3-10
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セルフテストとリーク・テスト

セルフテストを実行する
本体だけでセルフテストを実行する

E5250A の電源を ON すると、自動的にコントローラ・テストが実行されま
す。リレー・テストを実行するには、E5250A のフロント・パネル上の
Local/Self Test キーを押します。

コントローラ・
テストの実行

1. E5250A の電源を ON します。

2. Local/Self Test キー内部の LED が消えるまで待ちます。

コントローラ・テスト実行後、System Fail LED または Fail LED が点灯する
場合には、アジレント・テクノロジー・サービス・センタへご連絡くださ
い。E5250A のファームウェアに異常があります。

リレー・テストの
実行

用意するもの :

• リレー・テスト・アダプタ (E5250A-301)

• BNC ショート・キャップ (E5255A に付属。1 カードあたり 3 個必要。)

手順 :

1. E5250A の入力端子からすべてのケーブルを取り外します。

2. プラグイン・カードの出力端子をオープンにします。
出力端子にケーブルが接続されている場合には、ケーブル端でオープン
にします。ケルビン接続になっている場合には、ケーブルを取り外す
か、非ケルビン接続にします。

3. Figure 3-1 にみられるように、リレー・テスト・アダプタを E5250A 入
力コネクタに接続します。

4. リレー・テスト・アダプタ裏面のスイッチを Relay Test に設定します。

5. E5255A が装着されている場合：

a. カードの BIAS 入力コネクタからすべてのケーブルを取り外します。

b. BIAS 入力コネクタ全てに BNC ショート・キャップを取り付けます。

6. Remote LED が点灯している場合：

Local/Self Test キーを押します（リモート状態から回避します）。

7. Local/Self Test キーを押すと、リレー・テストを開始します。

8. Local/Self Test キー内部の LED が消えるまで待ちます。
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セルフテストとリーク・テスト

セルフテストを実行する
NOTE 以下の場合、リレー・テストにフェイルします（Fail LED が点灯します）。

• リレー・テスト・アダプタが接続されていない。

• E5250A 入力端子にケーブルが接続されている。

• プラグイン・カードの出力がオープンになっていない。

• E5255A カードが正しく装着されていない。
「E5255A のセットアップ (p. 2-10)」を参照してください。

正しくセットアップし直してから、リレー・テストを実行してください。
それでもフェイルする場合には、プラグイン・カードが故障している可能
性があります。アジレント・テクノロジー・サービス・センタへご連絡く
ださい。

Figure 3-1 リレー・テスト・アダプタの接続 

NOTE リレー・テスト実行後は、:SYST:CPON コマンドを実行したときと同じ状
態になります。SCPI コマンドの詳細については、「コマンド・リファレン
ス (p.7-1)」を参照してください。

Relay Test Adapter
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セルフテストを実行する
外部コントローラを使用してセルフテストを実行する 

SCPI コマンドを使用してプログラムを作成することにより、外部コント
ローラからセルフテストを実行することができます。

ここでは、外部コントローラを使用してセルフテストを実行するために必
要な装置、SCPI コマンド、プログラム例を紹介します。SCPI コマンドの
詳細については、「コマンド・リファレンス (p.7-1)」を参照してください。

用意するもの • 外部コントローラ

• GPIB ケーブル

• リレー・テスト・アダプタ

• BNC ショート・キャップ (E5255A に付属。1 カードあたり 3 個必要。)

リレー・テストを実
行する前に

リレー・テストを行う場合、開始前に以下の準備が必要です。

1. リレー・テスト・アダプタを E5250A の入力端子に接続します。 
Figure 3-1 を参照してください。リレー・テスト・アダプタ裏面のス
イッチは Relay Test に設定します。

2. プラグイン・カードのすべての出力端子をオープンにします。 
出力端子にケーブルが接続されている場合には、ケーブル端でオープン
にします。 ケルビン接続になっている場合には、ケーブルを取り外す 
か、非ケルビン接続にします。

3. E5255A の BIAS 入力端子すべてに BNC ショート・キャップを接続しま
す。

SCPI コマンド セルフテストを実行するために使用する SCPI コマンドを Table 3-2 にまと
めます。コマンドの先頭には :DIAG がついています。

:DIAG コマンドは、E5250A のチャンネル構成モード (NORMAL または
AUTO) を無視します。コマンド実行対象のカードを、カード番号または
ALL（すべてのカード）で設定します。

セルフテスト実行後に Fail LED が点灯した場合、E5250A またはカードが
故障している可能性があります。アジレント・テクノロジー・サービス・
センタへご連絡ください。
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セルフテストを実行する
Table 3-2 セルフテストに使用する SCPI コマンド

フロントパネル・
インタフェース・
テスト

フロントパネル・インタフェース・テストは、:DIAG:TEST:FRAM:EXEC? 
FPAN コマンドで実行されます。コマンドが送られると、E5250A のフロン
トパネル上の以下の 4 つの LED が約 10 秒間点滅します。
点滅しない LED は破損している可能性があります。

• Remote LED

• System Fail LED

• Fail LED

• Local/Self Test LED

すべての LED が点滅することを確認したら、10 秒以内に Local/Self Test キー
を押します。正常であれば、LED の点滅は止まります。

10 秒以内に押さなかった場合、Fail LED が点灯します。

10 秒以内に押したにもかかわらず、Fail LED が点灯する場合には、Local/Self 

Test キーが破損している可能性があります。

異常がある場合には、アジレント・テクノロジー・サービス・センタへご
連絡ください。

テスト項目 説明 SCPI コマンド 

コントローラ・
テスト

テストを実行し、結果を返します。 :DIAG:TEST:FRAM:EXEC? CONT

テスト結果を返します。 :DIAG:TEST:FRAM:STAT? CONT

テスト結果をクリアします。 :DIAG:TEST:FRAM:CLE CONT

フロントパネル・
インタフェース・
テスト

テストを実行し、結果を返します。 :DIAG:TEST:FRAM:EXEC? FPAN

テスト結果を返します。 :DIAG:TEST:FRAM:STAT? FPAN

テスト結果をクリアします。 :DIAG:TEST:FRAM:CLE FPAN

リレー・テスト テストを実行し、結果を返します。 :DIAG:TEST:CARD:EXEC? ALL 
または Card No. (1 ～ 4)

テスト結果を返します。 :DIAG:TEST:CARD:STAT? ALL 
または Card No. (1 ～ 4)

テスト結果をクリアします。 :DIAG:TEST:CARD:CLE ALL 
または Card No. (1 ～ 4)
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セルフテストとリーク・テスト

セルフテストを実行する
セルフテスト・
プログラム例
(HP BASIC)

以下のサンプル・プログラムは、4 つのカード・スロットすべてにカード
が装着されていることを想定しています。もしブランクのスロットがある
場合には、そのスロットに対するプログラム・ラインを削除してから実行
してください。

10 ! Self-Test by External Controller 
20 ! 
30 REAL A 
40 ASSIGN @Hp5250 TO 722
50 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:FRAM:CLE CONT" 
60 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:FRAM:CLE FPAN" 
70 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:CARD:CLE ALL" 
80 DISP "Press Continue to go to Controller Test." 
90 PAUSE 
100 ! Controller Test 
110 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:FRAM:EXEC? CONT" 
120 ENTER @Hp5250;A 
130 IF A=0 THEN GOTO 160 
140 DISP "Failed. Press Continue to go to I/F Test." 
150 GOTO 170 
160 DISP "Passed. Press Continue to go to I/F Test." 
170 PAUSE 
180 ! Front Panel I/F Test 
190 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:FRAM:EXEC? FPAN" 
200 DISP "Press Local/Self Test Key within 10 sec." 
210 ENTER @Hp5250;A 
220 IF A=0 THEN GOTO 250 
230 DISP "Failed. Press Continue to go to Relay Test." 
240 GOTO 260 
250 DISP "Passed. Press Continue to go to Relay Test." 
260 PAUSE 
270 ! Relay Test 
280 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:CARD:EXEC? 1" 
290 ENTER @Hp5250;A 
300 IF A=0 THEN GOTO 330 
310 DISP "Card 1 failed. Press Continue to test Card 2" 
320 GOTO 340 
330 DISP "Card 1 passed. Press Continue to test Card 2" 
340 PAUSE 
350 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:CARD:EXEC? 2" 
360 ENTER @Hp5250;A 
370 IF A=0 THEN GOTO 400 
380 DISP "Card 2 failed. Press Continue to test Card 3" 
390 GOTO 410 
400 DISP "Card 2 passed. Press Continue to test Card 3" 
410 PAUSE 
420 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:CARD:EXEC? 3" 
430 ENTER @Hp5250;A 
440 IF A=0 THEN GOTO 470 
450 DISP "Card 3 failed. Press Continue to test Card 4" 
460 GOTO 480 
470 DISP "Card 3 passed. Press Continue to test Card 4" 
480 PAUSE 
490 OUTPUT @Hp5250;":DIAG:TEST:CARD:EXEC? 4" 
500 ENTER @Hp5250;A 
510 IF A=0 THEN GOTO 540 
520 DISP "Card 4 failed." 
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セルフテストとリーク・テスト

セルフテストを実行する
530 GOTO 550 
540 DISP "Card 4 passed." 
550 END

説明 :

ライン番号 説明 

30 ～ 90 すべてのテスト結果をクリアします。

100 ～ 170 コントローラ・テストを実行し、テスト結果を返します。

180 ～ 260 フロントパネル・インタフェース・テストを実行し、テ
スト結果を返します。

270 ～ 340 スロット 1 のカードに対するリレー・テストを実行し、

テスト結果を返します。

350 ～ 410 スロット 2 のカードに対するリレー・テストを実行し、

テスト結果を返します。

420 ～ 480 スロット 3 のカードに対するリレー・テストを実行し、

テスト結果を返します。

490 ～ 550 スロット 4 のカードに対するリレー・テストを実行し、

テスト結果を返します。
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セルフテストとリーク・テスト

セルフテスト・ユーティリティを実行する
セルフテスト・ユーティリティを実行する 
セルフテスト・ユーティリティは、Agilent 4155/4156 半導体パラメータ・
アナライザ内蔵の IBASIC コントローラを用いて、E5250A のセルフテスト
を対話形式（ソフトキー操作）で実行するプログラムです。

セルフテスト・ユーティリティは、Table 3-1 にリストされるすべてのテス
ト項目、および、リーク・テストを実行します。

ここでは、セルフテスト・ユーティリティの操作方法を説明します。

• 実行に必要な装置、アクセサリ

• 実行する前に

• セルフテストを実行する

• リーク・テストを実行する

実行に必要な装置、アクセサリ

セルフテスト・ユーティリティの実行には、以下の装置、アクセサリを必
要とします。

Table 3-3 必要な装置、アクセサリ 

Agilent 製品（部品）番号、名称 数 用途

4155/4156 半導体パラメータ・アナライザ 1 セルフテスト・
ユーティリティの
実行10833A/B/C GPIB ケーブル 1

E5250-17003 
E5250A プログラム・ディスク（付属）

1

E5250A-301 (E5250-60002)
リレー・テスト・アダプタ

1 リレー・テストの
実行

1250-0929 BNC ショート・キャップ（付属） a

a. BNC ショート・キャップの必要数は、E5255A 1 カードあたりの

必要数を示しています。E5255A に付属しています。

3
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セルフテストとリーク・テスト

セルフテスト・ユーティリティを実行する
実行する前に

Agilent E5250A と Agilent 4155/4156 を GPIB ケーブルで接続してから以下を
行います。

1. 4155/4156 と E5250A の電源を ON します。

2. 4155/4156 の SYSTEM: MISCELLANEOUS 画面を表示し、4155/4156 を
SYSTEM CONTROLLER モードに設定します。

3. E5250A プログラム・ディスクを 4155/4156 内蔵のディスク・ドライブ
に挿入します。

4. 4155/4156 のフロントパネル上の IBASIC エリアにある、Display キーを 2
度押し、All IBASIC 画面を表示します。

5. 4155/4156 のディスプレイに表示される GET ソフトキーを押します。

GET "_"

6. GET ステートメントのダブル・クォーテーションの間に、SELF TEST
とタイプし、Enter キーを押します。

7. プログラムの読み込みが完了したら、4155/4156 のフロントパネル上
IBASIC エリアにある Run キーを押します。

プログラムが実行され、以下のメッセージが表示されます。

Input Agilent E5250A GPIB Address (default 722):?

8. E5250A の GPIB アドレスをタイプし、Enter キーを押します。

E5250A のアドレスが 722 であれば、Enter キーだけを押します。

4155/4156 の画面上に、セルフテスト・ユーティリティのメイン・メ
ニューが表示され、以下のソフトキーが現れます。

ソフトキー 説明 

SELF TEST セルフテスト・メニューを表示します。

LEAK TEST リーク・テスト・メニューを表示します。

QUIT セルフテスト・ユーティリティを終了します。
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セルフテスト・ユーティリティを実行する
セルフテストを実行する

セルフテスト・ユーティリティのメイン・メニューにおいて、 SELF TEST
ソフトキーを押します。4155/4156 の画面に E5250A セルフテスト・メ
ニュー（SELF TEST MENU）が表示され、以下のソフトキーが現れます。

4155/4156 の画面には現在のセルフテスト結果（P/F/N） が表示されます。

Figure 3-2 セルフテスト・メニュー表示例 

Agilent E5250A Test Utility 

** SELF TEST MENU ** 

CARD1 RELAY ... Start Slot1 E5255A Relay Test  [N] 
CARD2 RELAY ... Start Slot2 E5255A Relay Test  [N] 
CARD3 RELAY ... Start Slot3 E5255A Relay Test  [N] 
CARD4 RELAY ... Start Slot4 E5255A Relay Test [N] 
CONTROLLER ... Start E5250A Controller Test [P] 
FRONT PANEL ... Start E5250A Front Panel UIF Test [N] 
MAIN MENU ... Return to MAIN MENU 

[P] indicates test was passed. 
[F] indicates test was failed. 
[N] indicates test was not executed. 

Prepare the relay test adapters 
before you select "CARDn RELAY" key. 

Select desired softkey. 
_

ソフトキー 説明 

CARD1 
RELAY

スロット 1 に装着されているカードのリレー・テストを

実行します。

CARD2 
RELAY

スロット 2 に装着されているカードのリレー・テストを

実行します。

CARD3 
RELAY

スロット 3 に装着されているカードのリレー・テストを

実行します。

CARD4 
RELAY

スロット 4 に装着されているカードのリレー・テストを

実行します。

CONTROLLER コントローラ・テストを実行します。

FRONT PANEL フロントパネル・インタフェース・テストを実行します。

MAIN MENU メイン・メニューに戻ります。
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セルフテスト・ユーティリティを実行する
コントローラ・
テストを実行する

CONTROLLER ソフトキーを押します。

テストにフェイルした場合（[F] が表示された場合）には、アジレント・テ
クノロジー・サービス・センタへご連絡ください。E5250A のファームウェ
アに異常があります。

フロントパネル・
インタフェース・
テストを実行する

以下のようにフロントパネル・インタフェース・テストを実行します。

1. FRONT PANEL ソフトキーを押します。

以下にリストされる、E5250A フロントパネル上の 4 つの LED が点滅す
ることを確認します。点滅しない LED は破損している可能性がありま
す。

• Remote LED

• System Fail LED

• Fail LED

• Local/Self Test LED

2. 10 秒以内に Local/Self Test キーを押します。

10 秒以内に押さなければ、Fail LED が点灯します。

10 秒以内に押したにもかかわらず Fail LED が点灯する場合には、
Local/Self Test キーが破損している可能性があります。

異常がある場合には、アジレント・テクノロジー・サービス・センタへご
連絡ください。
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セルフテスト・ユーティリティを実行する
リレー・テストを
実行する

以下のようにリレー・テストを実行します。

1. CARDn RELAY ソフトキー (n=1 ～ 4) を押します。
4155/4156 の画面に以下のメッセージが表示されます。

マトリクス・カードの場合 :

Attach the relay test adapter on input terminal and 
open all output of slot n.

マルチプレクサ・カードの場合 :

Attach the relay test adapter and the BNC short cap to
E5250A/E5255A input. And open all output of slot n.

メッセージ中の n は 1 から 4 の整数です。また、以下のソフトキーが現
れます。

2. E5250A の入力端子からすべてのケーブルを取り外し、リレー・テス
ト・アダプタを接続します。
マルチプレクサ・カード（E5255A）を装着している場合には、BIAS 入
力端子すべてに BNC ショート・キャップを接続します。 

3. カードのすべての出力端子をオープンにします。
出力端子にケーブルが接続されている場合には、ケーブル端をオープン
にします。ケルビン接続になっている場合には、非ケルビン接続にしま
す。

4. リレー・テストを実行するために、CONTINUE ソフトキーを押します。

キャンセルする場合は CANCEL ソフトキーを押します。

5. すべてのカードに対して 1 から 4 を繰り返します。

テストにフェイルした場合（[F] が表示された場合）には、アジレント・テ
クノロジー・サービス・センタへご連絡ください。カードが故障している
可能性があります。

ソフトキー 説明 

CONTINUE リレー・テストを実行します。

CANCEL リレー・テストの実行をキャンセルします。
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セルフテスト・ユーティリティを実行する
リーク・テストを実行する

NOTE リーク・テストは、E5250A とプラグイン・カードの洩れ電流をチェックし
ます。洩れ電流が大きく、実際の測定に支障をきたす場合には、お近くの
アジレント・テクノロジー・サービス・センタへご連絡ください。

E5250A、プラグイン・カードの仕様を確認することはできません。

リーク・テストは、カード上に 1 つの入出力パスを作った状態で入力ポー
トに 10 Vdc を印加し、洩れ電流を測定します。さらに、測定値が Table 3-4
にみられるリミットの範囲内に入っていることを確認することによって、
パス、フェイルの判定を行います。

プログラムを実行すると、E5250A の入力ポートと漏れ電流の測定に使用す
る 4155/4156 の SMU 番号を聞いてきます。その後、カードの入出力ポート
の接続と洩れ電流の測定を自動的に行います。 

洩れ電流の測定は、指定した入力ポートが接続可能なすべての出力ポート
に対して、1 ポート毎に行われます。

Table 3-4 テスト・リミット

カード 測定器 接続 入力ポート 
テスト・
リミット 

E5252A 4155 非ケルビン IV1, IV2 4.12 pA

IV3, IV4, IV5, IV6 1.01 nA

4156 非ケルビン IV1, IV2 1.14 pA

IV3, IV4, IV5, IV6 1.01 nA

ケルビン IV1, IV2 2.24 pA

IV3, IV4, IV5, IV6 2.02 nA

E5255A 4155 非ケルビン IV1 ～ IV6 4.12 pA

4156 非ケルビン IV1 ～ IV6 1.14 pA
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セルフテスト・ユーティリティを実行する
以下のように、リーク・テストを実行します。

1. セルフテスト・ユーティリティのメイン・メニューにおいて、 
LEAK TEST ソフトキーを押します。以下のメッセージが表示されます。

Input Agilent 4155/4156 GPIB address (default 817):?

2. 4155/4156 の GPIB アドレスを入力し、Enter キーを押します。
アドレスが 817 であれば、そのまま Enter キーを押します。

リーク・テスト・メニュー (LEAK TEST MENU) と以下のソフトキーが
表示されます。

3. START TEST ソフトキーを押します。以下のメッセージとソフトキーが
表示されます。

Select IV Port of Leak Test by softkey.

ソフトキー 説明 

START TEST リーク・テストを開始します。

MAIN MENU メイン・メニューに戻ります。

ソフトキー 説明 

IVn 
(n=1 ～ 6)

テストを行う E5250A 入力ポートを選択します。

E5255A カードだけが装着されている場合は、内部バ

スを介してマルチプレクサの IV 入力に接続されてい

る入力ポートを表わすソフトキーだけを表示します。

CANCEL リーク・テストの実行をキャンセルします。
3-16 Agilent E5250A ユーザ・ガイド 第 11 版



セルフテストとリーク・テスト

セルフテスト・ユーティリティを実行する
4. テストを行う E5250A 入力ポートを IVn ソフトキー (n=1 ～ 6) を押すこ
とによって選択します。

4156 を使用してマトリクス・カードのリーク・テストを実行する時に、
IV1、IV3 あるいは IV5 ソフトキーを選択すると、以下のメッセージと
ソフトキーが表示されます。

Is IVn Port a Kelvin connection?

ここで、n は 1、3 または 5 の整数を示します。

YES または NO ソフトキーを押します。

以下のメッセージとソフトキーが表示されます。

Select SMU channel for IVn leak measurement by softkey.

ここで、n は 1 ～ 6 の整数を示します。

ソフトキー 説明 

YES 選択した入力ポートをケルビン接続の場合に押しま
す。

NO 選択した入力ポートを非ケルビン接続の場合に押しま
す。

CANCEL リーク・テストの実行をキャンセルします。

ソフトキー 説明 

SMUm 
(m=1 ～ 6)

測定に使用する 4155/4156 の SMUm を選択します。

SMU5 と SMU6 ソフトキーは、41501 エキスパンダに

SMU が装着されている場合に表示されます。

CANCEL リーク・テストの実行をキャンセルします。
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